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九
州
大
学
教
授

植
田
信
廣

先
生

植
田
信
廣
先
生
は
一
九
五
〇
年
一
月
に
高
知
県
に
生
ま
れ
、
一
九
七
四
年
に
東
京
大
学
法
学
部
を
卒
業
後
、
同
大
学
院
法
学
政
治

学
研
究
科
の
修
士
課
程
、
引
き
続
き
博
士
課
程
に
進
学
、
法
制
史
学
の
泰
斗
石
井
紫
郎
教
授
の
指
導
の
下
、
日
本
法
制
史
の
研
究
者

と
し
て
の
道
を
歩
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
九
七
八
年
に
は
博
士
課
程
の
途
中
で
東
京
大
学
助
手
に
採
用
さ
れ
、
九
州
大
学
に
は

一
九
八
四
年
四
月
に
助
教
授
と
し
て
着
任
、
一
九
九
二
年
五
月
に
教
授
と
な
ら
れ
た
。

主
た
る
研
究
領
域
は
鎌
倉
幕
府
の
裁
判
で
あ
り
、
学
会
誌
で
あ
る
『
法
制
史
研
究
』
に
掲
載
さ
れ
た
最
初
の
刊
行
論
文
「
鎌
倉
幕

府
の
裁
判
に
お
け
る
『
不
論
理
非
』
の
論
理
を
め
ぐ
っ
て
」

一
九
七
九
年
）
以
来
、
一
貫
し
て
日
本
中
世
法
の
特
質
、
と
り
わ
け
鎌

倉
幕
府
の
刑
事
裁
判
の
実
態
解
明
に
あ
た
っ
て
こ
ら
れ
た
。
代
表
作
「
鎌
倉
幕
府
の

検
断

に
関
す
る
覚
え
書
き
」
等
、
い
く
つ

も
の
論
文
が
本
誌
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
他
方
、
中
国
法
に
も
強
い
関
心
を
寄
せ
ら
れ
、
北
京
大
学
の
武
樹
臣
教
授
の
著
書
の
翻

訳
『
中
国
の
伝
統
法
文
化
』

九
州
大
学
出
版
会
）
を
出
版
さ
れ
た
。
定
評
あ
る
教
科
書
『
日
本
法
制
史
』

青
林
書
院
）
の
共
編
者

の
一
人
で
あ
り
、
ま
た
『
法
制
史
研
究
』
を
中
心
に
数
多
く
の
書
評
も
執
筆
し
て
い
る
。
法
制
史
学
会
で
は
、
一
九
九
八
年
以
来
長

年
に
わ
た
っ
て
理
事
を
務
め
て
い
る
。

教
育
面
で
は
、
鷹
揚
で
あ
り
な
が
ら
同
時
に
細
や
か
な
気
配
り
を
示
さ
れ
る
先
生
の
お
人
柄
に
惹
き
つ
け
ら
れ
て
、
学
部
ゼ
ミ
に

は
常
に
多
く
の
学
生
が
集
ま
っ
た
。
ゼ
ミ
論
文
集
『
×
群
（
ば
つ
ぐ
ん
）』
は
、
一
九
九
三
年
度
の
創
刊
号
以
来
二
〇
年
以
上
続
い
て

い
る
。
ま
た
、
大
学
院
で
先
生
の
指
導
を
受
け
、
研
究
者
と
し
て
学
界
で
活
躍
中
の
弟
子
の
数
は
少
な
く
な
い
。
中
に
は
中
国
か
ら

の
留
学
生
も
い
る
が
、
中
国
の
諸
大
学
と
の
学
術
交
流
、
学
生
交
換
留
学
の
進
展
に
大
い
に
寄
与
さ
れ
た
こ
と
も
特
筆
す
べ
き
で
あ

ろ
う
。

大
学
の
管
理
・
運
営
面
で
先
生
が
果
た
さ
れ
た
貢
献
は
、
誰
で
も
が
認
め
る
に
違
い
な
い
。
学
務
委
員
長
、
二
度
に
及
ぶ
研
究
室
主

任
、
総
長
補
佐
、
評
議
員
等
の
要
職
を
経
て
、
二
〇
〇
三
年
七
月
か
ら
二
〇
〇
六
年
三
月
ま
で
、
二
期
二
年
九
ヶ
月
に
わ
た
っ
て
研

究
院
長
・
学
府
長
・
学
部
長
を
務
め
ら
れ
た
。
こ
の
間
に
は
、
二
〇
〇
四
年
四
月
の
大
学
法
人
化
と
法
科
大
学
院
の
創
設
が
あ
り
、
九

州
大
学
全
体
に
と
っ
て
も
、
ま
た
法
学
部
に
と
っ
て
も
極
め
て
多
難
な
時
期
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
に
、
植
田
先
生
と
い
う
名
舵
取

り
を
得
た
こ
と
は
私
達
に
と
っ
て
幸
運
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
何
事
に
も
手
抜
き
す
る
こ
と
な
く
真
摯
に
取
り
組
ま
れ
た
先
生
の
お
か

げ
で
、
難
局
を
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
退
職
間
近
に
な
っ
て
、
先
生
は
、
学
内
行
政
に
関
わ
る
最
後
の
仕
事

と
し
て
、
九
州
大
学
百
年
史
の
「
部
局
史
編
」
編
集
委
員
会
の
委
員
長
と
し
て
手
腕
を
発
揮
さ
れ
た
。
そ
の
成
果
に
つ
い
て
は
、
ぜ

ひ
本
誌
次
号
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

長
い
間
、
九
州
大
学
法
学
部
の
一
つ
の
柱
と
し
て
活
躍
し
て
こ
ら
れ
た
先
生
の
定
年
退
職
に
あ
た
り
、
心
か
ら
の
感
謝
の
念
と
惜

別
の
思
い
を
込
め
て
、
ま
た
先
生
の
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
祈
念
し
つ
つ
、
本
記
念
号
を
献
呈
す
る
も
の
で
あ
る
。


